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講演 
後藤幸織 (2012/12/05) Are Psychiatric Disorders Environmental Adaptation?: Evolutionary Adaptation Hypothesis, 「神経

科学的アプローチによる論理的行動モデルの研究 精神・神経疾患における熟慮的意思決定障害の脳内基盤の解明」

に関する学術講演会, 京都大学. 
 
高次脳機能分野 

＜研究概要＞ 
A) 顔情報処理における腹外側前頭前野ニューロンの役割の研究 
鴻池菜保, 倉岡康治(近畿大学), 中村克樹 

社会的情報の処理に関わる脳内機序を解明することを目的に、アカゲザルの腹外側前頭前野から単一ニューロン

活動を記録し、他個体の表情などの刺激に対する応答性を解析した。扁桃核ニューロンと腹外側前頭前野ニューロ

ンの応答性差を解析した。 

B) コモンマーモセットの認知機能計測 
中村克樹, 竹本篤史, 三輪美樹, 堀田英莉, 渡辺智子, 清原和裕 
コモンマーモセットの認知機能(知覚・記憶等)を調べるために、遅延見本合せ課題を用いてマーモセットの視覚

認知地図を調べたり、逆転学習課題を用いて脳内の特定の伝達物質系を乱したときの認知機能の変化を調べたりし

た。 

C) 乳幼児の視線計測に基づく動作理解の発達研究 
中村克樹, 中村徳子(昭和女子大学), 佐々木丈夫(日本公文教育研究会) 
健常児と発達障害児の動作理解能力を比較・検討するために、非侵襲的に視線を計測する専用装置を用い視覚刺

激に対する注視パターンを調べた。 

D) 情動行動に関わる脳領域の神経結合様式の研究 
中村克樹, 宮地重弘, 鴻池菜保, 金侑璃, 酒多穂波 

情動行動に関わる神経回路を解明することを目的に、ニホンザルの脳の前帯状皮質に複数の神経トレーサーを注

入し、扁桃核や視床を中心とした各領域にける標識神経細胞の分布を解析した。 

E) ヒトのリズム制御の神経メカニズム解明 
鴻池菜保, 杉浦元亮(東北大学), 川島隆太(東北大学), 中村克樹 
リズムの脳内表象を明らかにするため、健常成人を対象としてリズム記憶・再生課題を、右手指・左手指・眼・

口・足で実施する課題を開発し実施した。また、この課題を遂行中の被験者の脳活動、機能的 MRI を用いて計測

するための準備を行った。 

F) 自由判断の神経機序の研究 
酒多穂波, 竹本篤史, 中村克樹 
 自由判断に関わる神経メカニズムを解明することを目指し、脳波計測用の自由選択課題を開発した。また、高密

度脳波のシステムの調整を行い、研究の準備を行った。 

G) 睡眠と情動に関する研究 
金侑璃, 鴻池菜保, 中村克樹 
 健常成人を対象に、一日夜間眠らせない断眠負荷をかけたときの脳内血流量への影響を調べるため、断眠負荷を

かけたときの気分の変化を調べた。 

H) 長期記憶および短期記憶に基づく行動決定の神経機構の研究 
禰占雅史, 宮地重弘, 中村克樹 
短期記憶に基づく行動決定および長期記憶に基づく行動決定をサルに行なわせ、その際の神経活動を外側前頭前

野において記録、解析した。これまでに、長期記憶に基づく行動決定、および短期記憶に基づく行動決定のそれぞ

れに特異的な神経活動を記録できた。 

I) 聴覚の神経基盤の研究 
泉明宏, 中村克樹 
音弁別課題遂行中のニホンザルの大脳皮質聴覚野から神経活動を記録し、聴覚野における情報の流れについて分

析をおこなった。 

J) 高次脳機能発達の神経基盤の解明 
宮地重弘, 大石高生(統合脳システム), 高田昌彦(統合脳システム), 井上謙一(統合脳システム) 
霊長類の大脳新皮質外側前頭前野を含む神経回路の認知機能における役割を明らかにするため、神経路選択的活

動制御法を用い、頭頂葉―前頭前野投射および視床―前頭前野投射の実行機能における役割を検証した。 
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K) 運動関連皮質の生後発達の神経解剖・神経生理学的研究 
宮地重弘, 禰占雅史 
前頭葉運動関連領野の機能の生後発達を明らかにするため、マカクサル成熟個体および幼若個体を対象に、パラ

メータの異なる電気パルスにより、それぞれの皮質領域を刺激し、刺激により誘発されるさまざまな運動を観察、

記録し、月齢、年齢ごとに比較した。 

L) クロリン e6 の逆行性輸送と光反応による投射選択的神経破壊法の開発 
宮地重弘, 纐纈大輔(生理学研究所) 

脳内の特定の神経連絡の機能を明らかにするためには、投射選択的な神経細胞破壊法が有効な手段である。クロ

リン e6 を神経終末から取り込ませ、逆行性軸索輸送させたのちに細胞体に近赤外光を照射することによって、こ

のような選択的破壊が可能である。この技術をサルの脳機能研究に応用するため、デキストランを用いたクロリン

の逆行性輸送の検証を行なった。 

M) コモンマーモセットの聴覚系列の知覚様式の解明 
脇田真清 
コモンマーモセットを用いて聴覚弁別訓練を行った。要素は共通であるが配列の異なる二つの音系列を用いて、

相対弁別課題と絶対弁別課題を行った。結果、相対弁別条件では弁別ができても絶対弁別条件では弁別ができなか

った。この結果はコモンマーモセットが聴覚系列の規則性を抽出することはできても、それらを長期記憶に貯蔵で

きないことを示している。 
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